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はじめに

埋蔵文化財の発掘調査と資料の整理・収蔵を柱に、調査成果の公開・活用を図ること

を目的に当館が開館以来、昨年 5月末に満 3年を数え、今年 6月には節目の 5年目を迎

えることとなりました。埋蔵文化財センターとしての重要な機能である発掘調査は、毎

年 20件近く実施してまいりましたが、 18年度の調査実績は、 17遺跡 20件を数えました。

発掘調査の原因には、学校建築や道路建設、区画整理や下水道工事などの公共事業、民

間の開発に伴う造成工事等、さらには個人住宅の新築、増築などがあるほか、史跡整備

のための学術調査なども含まれます。

この発掘調査によって得られた出土品は、整理等を経て当館に収蔵され、あるいは展

示室での公開などによって広く紹介しております。

この公開活用を行うための展示活動や普及活動も当館の大きな柱でございます。 18年

度の企画展は、平成 18年 1月の玉山村との合併を記念した「玉山の遺跡j と「黄泉への

入り口~古代蝦夷首長の墓'"'-'J を開催し、多くの方々のご来場をいただきました。本企

画展の合間には、 17年度から始まった市内の遺跡や歴史をエリア別に紹介するテーマ展

として「繋地区」と「上団地区j をとりあげ、地域の個性ある歴史を紹介いたしました。

また、年度末には当該年に調査した成果を速報する「埋蔵文化財調査資料展一平成 18年

度調査速報-J を開催しております。

当館の利用状況は、入館者数は前年度並みの推移となっておりますが、体験学習室の

利用者数は 17年度の 3.5倍に急増いたしました。これは、主催事業としての体験学習の

場の拡充がひとつの要因でもありますが、開館 3年目を迎えて当館の認知度の高まりを

背景に、北海道や宮城県などからの修学旅行生が急激に増加したことが挙げられます。

市内の教育課程における利用の促進とともに、広く県内外からの受け入れのため、施設

や業務のさらなる充実を図り、多くの皆様方のご来館を願うものであります。

今後とも関係各位のなお一層のご理解とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成 20年 3月

盛岡市遺跡の学び館

館長武石幸久



例日

1 本書は、盛岡市遺跡の学び館の平成 18年度館報である。

2 本書の編集執筆は、当館職員が協議して行った。各章ごとの執筆者は、章末に記載した。

3 N章3遺跡発掘調査事業に記載の内容は、平成 18年度に当館が行った発掘調査事業の成果の概要

をまとめたものである。成果の速報的な略報であり、発掘調査報告書は別に発刊する予定である。

4 N章3の埋蔵文化財発掘調杏の記載についての例言は以下のとおりである。

(1) 遺構の平面位置は平面直角座標X系を座標変換した調査座標で表示した。なお、座標は日本

測地系を使用している。調査座標軸は第X系に準じる。調査座標原点は以下のとおりである。

-南仙北、稲荷、宮沢、小幅、新堰端 X = -35，000.000 Y =+25，000.000 

-繋V、繋四 X=-32，200.000 Y =+24，000.000 ・上畑 X = -40，500.000 Y =+29，100.000 

・高櫓A X = -39，000.000 Y = +28，000.000 ・黒石野平 X = -29，000.000 Y = +27，000.000 

・山王山 X = -33，500.000 Y =十28，500.000 ・宿田南 X = -32，000.000 Y = +25，000.000 

・志波城跡 X = -35，000.000 Y =十23，700.000 ・里館 X = -32，500.000 Y =十25，000.000

・西鹿渡 X = -37，400.000 Y =十28，600.000

( 2 ) 高さは標高値をそのまま使用している。

( 3 ) 土層図は堆積の仕方を重視し、線の太さを使い分けた。土層注記などは本文でふれる以外は

割愛した。層相の観察にあたっては、『新版標準土色帖.1 (1994小山正忠・竹原秀雄)を参考に

した。

( 4 ) 遺構記号は以下のとおりとした。

竪穴住居跡 :RA、建物跡 :RB、柱列跡 :RC、土坑 :RD、竪穴 :RE、焼土遺構 :RF

溝跡 :RG、配石・集石遺構 :R豆、古墳など :RX

( 5 ) 本書に使用した地図は、国土交通省国土地理院発行の 5万分の 1I盛岡JI矢幅Jである。

( 6 ) 発掘調査にともなう記録や出土遺物は、当館で保管している。

( 7 ) 図の表現について

-遺跡範囲については、過去の調査成果や遺跡の地形、遺物の散布状況をもとにした推定範囲である 0

・遺構の平面図で、複数の遺構を同一図面に表示する場合、説明する遺構は実線で表し、重複遺構は

一点鎖線、掘り込み面に層位差のある重複遺構は二点鎖線で表した。

-土器は、縄文土器・土師器・あかやき土器・須恵器に大別した。縮尺は図ごとに表記しである。
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I 沿革

1 (仮称)盛岡市文化財センター建設事業

平成 12年 12月の文化財調査室の火災 (16年

度館報に詳細を記述)を受けて、平成 13年5月

より(仮称)文化財センター建設に係る庁内外

との協議(企画調整課・財政課・管財課・契約

検査課・公園緑地課・建築営繕課・地域整備公団)

を開始し、総合計画との関連および予算措置に

ついて、建設用地について等の協議をおこなった。

各関係機関との協議を経て、同年 7月には文化

庁から埋蔵文化財センター建設事業(国庫補助)

について平成 14年度の事業実施の方向性が打診

された。建設用地は、市先人記念館・市子ども

科学館・県立美術館の立地する盛岡市中央公園

地内に決定し、諸機関との調整も整ったことか

ら同年 8月に事業開始となった。

平成 13年度は、(仮称)盛岡市文化財センタ

ー建築基本設計及び展示構想策定業務委託、ボ

ーリングによる地質調査、給排水設備工事を実

施した。建築基本設計は指名競争入札により業

者を決定したが、展示構想策定業務については

プロポーザル(書類審査)方式をとり、受託者

選定委員会を開催し業者を選定した。

平成 14年度は、建築実施設計・展示施設計画

2 事業経過

策定業務委託・建築工事・土木工事を実施、実

施設計を受け9月26日から建築工事に着手、 14

年度では全体の 47%が完成した。展示施設計画

策定業務委託では展示構想、に基づき、展示室内

における展示手法・演出方法等について検討し、

展示施設製作に向けての方向性を策定した。

平成 15年度は建設事業の最終年度にあたり、

建築工事・展示施設製作・簡易リフト設置工事・

敷地植栽工事・備品購入を実施した。建築工事

は11月28日に完了し、ロ月下旬には文化財室(旧

中央卸売市場事務所棟)から文化財調査資料整

理作業の機能を移転、当施設において整理作業

を開始した。

展示施設製作は 11月まで工場での模型や展示

什器、各種演出に係る装置の製作を行い、 11月

の施設引渡しを受けて現地での製作に着手、各

種グラフイックの製作を経て翌年の 2月25日に

業務を完了、各種備品購入や機器取り付けにつ

いても完了、施設名称を「盛岡市遺跡の学び館j

と定め、平成 16年6月1日に開館式典を挙行、

同日開館した。

平成 13年度 i(仮称)盛岡市文化財センター建築基本設計j策定

平成 14年度

平成 15年度

展示構想策定業務 地質調査

建築実施設計 展示施設計画 建築工事・土木工事

建築工事・土木工事 展示施設製作業務委託

盛岡市遺跡の学び館設置条例制定

平成 16年度 盛岡市遺跡の学び館施行規則制定

平成 16年6月1日 盛岡市遺跡の学び館開館

平成 18年9月3日 開館以来利用者数3万人を超える
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3 事業費等

-建設事業費 677，123千円(国庫補助 210，000千円・県補助 105，000千円)

総事業費 677，775千円 建築設計 株式会社三衡設計舎

建築設計委託 24，985 展示施設構想策定・製作 株式会社丹青社

建築工事費 455，490 建築主体工事 株式会社阿部正工務居

土木工事費 43，543 敷地造成工事 有限会社東北農林建設

展示計画策定業務委託 8，820 電気設備工事 新興電機株式会社

展示施設製作業務委託 91，308 給排水設備工事 有限会社門坂工業

備品購入費 44，700 機械設備工事 中央水道土木株式会社

その他 6，909 地質調査業務委託 旭ボーリング株式会社

敷地植栽工事 株式会社やまいわ

簡易リフト設置工事 三機商事株式会社

E 施設概要

( 1 )施設の名称、と位置 ( 3 )施設の概要

名称盛岡市遺跡の学び館 ・構造鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

住所 岩手県盛岡市本宮字荒屋 13番地 1

( 2 )設置平成 16年3月31日

開館平 成 16年6月 1日

平屋(一部重層)

・敷地面積 5，788.8rri 

-建築面積 2，639.9 rri 

-延床面積 2，748.72ぱ

( 4 )室名と面積

展示部門 常設展示室 (450.8rri) 企画展示室 (81.4rri) 展示器材室

教育普及部門 研修室 (117.0rri) 図書資料室 (47.7ぱ) 図書室 (66.3ぱ)

体験学習室 (70.9ぱ) 研修機材室 学習器材室等

収蔵部門 保管展示室 (897.3rri. 1階517.8rri.2階379.5rri) 

特別収蔵室 (46.5rri) 写真収蔵室 (27.2rri) 図面収蔵室 (27.2rri) 

調査整理部門 資料整理室 (237.2rri) 遺物洗浄室 (37.1rri) 写真撮影室 (28.8rri) 

保存処理室 (14.7ぱ)

管理部門 会議室 (30.8ぱ) 事務室 (157.7ぱ) 荷解室 (24.5ぱ) 休憩室 (12.7ぱ)

( 5 )収蔵資料

考古資料 実物(土器・土製品・石器・石製品・陶磁器・鏡・古銭・金属器・木製品・瓦・

装身具・小判・サンプル) 約 5，000点

実物(コンテナ骨角器、自然遺物含む) 大 284箱小 10，466箱

※コンテナ大503x 700 x 397 mm 小 387x 586 x 142 mm 

模型 3点

図面(原図・第2原図・遺物実測図 等) 約 2，900枚

写真 プリント(白黒・カラー) 124，191枚、スライド 41，040枚
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( 6 )業務の内容

ア 埋蔵文化財の発掘調査

イ 発掘調査資料の整理

ウ 出土品等調査資料の収蔵・展示及び活用

エ教育普及活動

( 7 )事業費(平成 18年度決算額)

-3-

ア 管理運営事業費 76，392千円

施設設備の維持管理、遺跡ネットワーク整備委員会の開催経費等

イ 学芸事業費 8，010千円(うち国補助 3，550千円)

企画展、講演会、体験学習会、学び館セミナー、資料管理システム製作、等

ウ 盛岡遺跡群発掘調査事業費 3，926千円(うち国補助 1，863千円 県補助745千円)

個人住宅建築に係る事前調査及び大館町遺跡の内容確認調査等

(発掘調査、資料整理及び発掘調査報告書の刊行)

エ埋蔵文化財調査事業費 29，621千円

公共事業(盛南地区区画整理、市道建設、下水道工事等)にともなう発掘調査

保管展示室 2階

2階平面図

1階平面国

外観 展示室(遺跡ライブラリー)

第 1図 館内平面図・外観及び展示室



E 管理運営
1 条例・規則等
|盛岡市遺跡の学び館条例|

(趣旨)
第 1条 との条例は，遺跡の学び舘の設置及び管理に関し必要な事項を定める
ものとする。

(設置)
第2条 市民の教育及び文化の向上に資するため，出土した埋蔵文化財を展示
し，及び遺跡について体験的に学習する場を提供する施設として，遺跡の学び
館を次表のとおり設讃する。

i 名 称 位置
| 盛岡市遺跡の学び舘 盛岡市本宮字荒屋 13番地 1

(使用の許可等)
第 3条 遺跡の学び館を使用しようとする者は，教育委員会の許可を受けなけ
ればならない。

2 教育委員会は，遺跡の学び館の使用が次の各号のいずれかに該当すると認
めたときは，前項の許可をしないものとする。
(1)公の秩序を乱し，又は善良な風谷を害するおそれがあるとき。
(2)施設又は設備を汚損し，損傷し，又は亡失するおそれがあるとき。
(3)前 2号に掲げるもののほか，遺跡の学び館の管理上適当でないと認めたとき。
3 教育委員会は，遺跡の学び館の管理上必要があると認めたときは，第 1項
の許可に条件を付するととができる。

第4条 埋蔵文化財に関する資料の撮影，複写等をしようとする者は，教育委
員会の許可を受けなければならない。

2 前条第2項及び第3項の規定は，前項の許可について準用する。
(許可の取消し等)

第 5条 教育委員会は，遺跡の学び館の管理上必要があると認めたとき文は第
3条第 1項の許可を受けた者(以下「使用者Jという。)若しくは前条第 1項
の許可を受けた者(以下「特別利用者j という。)が次の各号のいずれかに該
当するときは，第 3条第 1項若しくは前条第 1項の許可を取り消し，第3条第
3項(前条第 2項において準用する場合を含む。以下同じ。)の条件を変更し，
又は行為の中止若しくは遺跡の学び館からの退去を命ずることができる。
(1)乙の条例又はこの条例に基づく処分に違反したとき。
(2)偽りその他の不正の手段により第3条第 l項又は前条第 1項の許可を受け
たとき。

(3)第3条第1項又は前条第 1項の許可を受けた後において第3条第2項各号(前
条第2項において準用する場合を含む。)のいずれかに該当するに至ったとき。
(4)第3条第3項の条件に違反したとき。

(禁止行為)

第6条 使用者又は特別利用者は，遺跡の学び館において次に掲げる行為をし
てはならない。

(1)許可を受けないで物品の販売その他の商行為をするとと。
(2)許可を受けないで印刷物，ポスター等を掲示し，又は配布する乙と。

(使用料)

第 7条使用者から別表に定める使用料を徴収する。
2 前項に定めるもののほか，附属の設備を使用する者から規則で定める使用
料を徴収する。

3 使用料は，第3条第 1項の許可の際に徴収する。
(使用料の減免)

第8条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，使用料を減免するこ
とカミできる。

(1)障害者基本法(昭和 45年法律第84号)第2条に規定する障害者(以下「障
害者j という。)及び当該障害者の介護を行う者が遺跡の学び館の展示室を使
用するとき，障害者が遺跡の学び館の研修室又は体験学習室を個人で使用する
とき並びに遺跡の学び舘を障害者の福祉の増進に資するものと市長が認めたも
のに使用するとき(営利を目的とする場合を除く。)。
(2)市の区域内に住所を有する 65歳以上の者が遺跡の学び館の展示室を使用す
るとき。

(3)前 2号に掲げる場合のほか，市長が公益上その他特別の理由があると認め
たとき。

(使用料の不還付)

第日条 既約の使用料は，還付しない。ただし，使用者の責めに帰する乙とが
できない理由により遺跡の学び館を使用できなかったときその他特別の理由が
あると市長が認めたときは，使用料の全部文は 部を還付するととができる。

(損害賠償)

第 10条 使用者又は特別利用者は，自己の責めに帰すべき理由により施設，
設備又は展示物を汚損し，損傷し，又は亡失したときは，教育委員会の指示す
るところにより原状に回復し1 又は損害を賠償しなければならない。

(職員)

第 11条 遺跡の学び館に館長のほか必要な職員を置く。
(委任)

第 12条 この条例に定めるもののほか，第 7条から第日条までについて必要
な事項は市長が，その他遺跡の学び館の管理について必要な事項は教育委員会
が定める。

附則
1 この条例は守教育委員会規則で定める日から施行する。
2 盛岡市都市公劉条例(昭和 52年条例第 10号)の一部を次のように改正す
る。

第6条の 2第6項中「盛岡市先人記念館」の次に r擁間市遺跡の学び館j

を加える。

別表第 1中「盛岡市先人記念館j を「盛岡市先人記念館 盛岡市遺跡の学
び館j に改める。

別表(第7条関係)
(1)展示室の使用料

区分

般

中学校生徒及び小学校児童

個人使用料
(1人 1回につき)

200円

100円

団体捷用料
(l人 l回につき)

160円

80円

|盛岡市遺跡の学び館管理運営規則|
(趣旨)

第 l条 この規則は，遺跡の学び館の管理運営の基本的事項に関し必要な事項
を定めるものとする。

(開館時間)

第 2条 遺跡の学び館の開館時間は，午前9時から午後 5時までとする。ただ
し，教育長が特に必要があると認めたときは，これを変更することができる。

(休館日)

第 3条 遺跡の学び館の休館日は，次のとおりとする。ただし，教育長が特に
必要があると認めたときは，臨時に開館し，又はこれら以外の日に臨時に休館
するととができる。

(1)月曜日

(2)国民の祝日(その日(元日を徐く。)が呂曜日，月曜日又は土曜日に当たる
ときは，直近の火曜日)

(3)各月の最終の火曜日
(4) 12月29日から翌年の 1月3日までの日(元日を除く。)

(許可の申請)
第4条感岡市遺跡の学び館条例(平成 16年条例第 29号。以下「条例」とい
う。)第 3条第 l項の許可のうち，遺跡の学び館の展示室の使用の許可を受け
ようとする者は，口頭で許可を求めなければならない。ただし，団体で使用の
許可を受けようとする者は，盛岡市遺跡の学び館展示室団体入場許可申請書を
教育長に提出しなければならない。
2 条例第3条第 1項の許可のうち，遺跡の学び館の研修室又は体験学習室 ωl
下「研修室等Jという。)の使用の許可を受けようとする者は，盛岡市遺跡の
学び館研修室等使用許可申請書を教育長に提出しなければならない。
3 前項の申請は，研修室等を使用しようとする日の 5目前までにしなければ
ならない。ただし，教育長が遺跡の学び館の管理運営上支障がないと認めたと
きは， 乙の限りでない。

(許可書等の交付)

第 5条 教育長は，遺跡の学び館の展示室に係る条例第3条第 1項の許可をし
たときは，次の各号に掲げる使用の態様に応じ，当該各号に定める許可書文は
入場券を交付するものとする。

(1)団体使用 藤岡市遺跡の学び館展示室団体入場許可書
(2)個人使用 盛岡市遺跡の学び館展示室入場券
2 教育長は，研修室等に係る条例第3条第 1項の許可をしたときは，盛岡市
遺跡の学び館研修室等使用許可書を交付するものとする。

(許可証等の提示)
第6条 条例第 3条第 l項の許可を受けた者は，遺跡の学び館を使用しようと
するときは，前条の規定により交付された許可書又は入場券を所定の場所で職
員に提示しなければならない。

(資料の特別利用)
第 7条 条例第4条第 1項の許可を受けようとする者は，盛岡市遺跡の学び館
資料特別利用許可申請書を教育長に提出しなければならない。
2 教育長は，条例第4条第 1項の許可をしたときは，藤岡市遺跡の学び館資
料特別利用許可書を交付するものとする。

(補買1])
第8条 この規則に定めるもののほか，遺跡の学び館の管理について必要な事
項は，教育長が定める。

附貝IJ
この規則は，条例の施行の日(平成 16年6月1日)から施行する。

|盛岡市遺跡の学び館の使用料に関する規則|
(趣旨)

第 1条 この規則は，盛岡市遺跡の学び舘条例(平成 16年条例第 29号。以下
「条例j という。)の規定に基づき，遺跡の学び舘の使用料に関し必要な事項を
定めるものとする。

(肝J属の設備の使用料)
第2条 条例第7条第2項の規則で定める使用料は，別表のとおりとする。

(減免の申請)

第3条 条例第8条の規定による使用料の減免を受けようとする者は，盛岡市
遺跡の学び館使用料減免申請書を市長に提出しなければならない。
2 前項の規定にかかわらず，条例第8条第 1号に規定する障害者で次に掲げ
る手帳の交付を受けているもの(その者の保護者が交付を受けているときは，
本人)又は向号に規定する障害者であることを証する書面を有するもの(以下
「手根被交付者等Jという。)及び当該手帳被交付者等の介護を行う者が遺跡の
学び館の展示室を個人で使用する場合並びに手帳被交付者等が遺跡の学び館の
研修室又は体験学習室を個人で使用する場合の同項の申請書の提出については，
当該手帳被交付者等にあっては当該手帳又は書閣の，当該手帳被交付者等の介
護を行う者にあっては当該介護を行う手帳被交付者等に係る当該手帳文は書面
の提示をもってとれに代えることができる。

(1)身体障害者福祉法(昭和 24年法律第 283号)第 15条第 1項の身体障害者
手帳

(2)精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和 25年法律第 123号)第
45条第 1項の精神障害者保健福祉手帳
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(3)戦傷病者特別援護法(昭和 38年法律第 168号)第4条第 1項の戦傷病者手
帳

(4)知的障害者療育手帳交付規則(昭和49年岩手県規則第 57号)第2条の療
育手帳
3 第 1項の規定にかかわらず，条例第8条第2号に規定する者であることを
証する書面を有する者が遺跡の学び館の展示室を個人で使用する場合の伺項の
申請書の提出については，当該書面の提示をもってこれに代えるととができる。

(使用料を減額する日)
第4条 条例別表第 1号の表の備考2の規則で定める日は，毎月の第2土曜日
及び第4土曜日とする。

(使用料を減額する児童)
第5条 条例別表第 1号の表の備考2の規則で定める中学校生徒及び小学校児
童は，市の区域内に住所を有する中学校生徒及び小学校児童並びに市の区域外
に住所を有する者で市の区域内にある中学校(北陵中学校を含む。)及び、小学
校(月が丘小学校を含む。)に就学しているものとする。

附則
乙の規則は，条例の施行の日(平成 16年6月1日)から施行する。

2 職員体制

別表(第2条関係)

区分
使用料

単位 金額

演台(司会用) 1台 390円

舞台設備 i賓台(講師用) l台 520円

スァージ 1台 130円

音響装置 l式 1，500円

音響設備 スビーカー 1式 260円

マイクロホン 1本 130円

スライドプロジェクタ (ケース付き) 1式 390円

映像設備
マルチプロジェクター l式 1，300円

ビデオ一体型DVDプレイヤー 1台 390円

ァレビ 1台 260円

電気陶芸窯 1基 2，600円

電動ろくろ 1台 390円

実習用設備
手回しろくろ 1台 130円
グ、フインダー 1台 390円

電動糸のこ盤 I台 390円

卓上ボール盤 1台 390円

簡易展不パネル 1式 390円

その他の 移動用スクリーン 1台 130円

設備 レーザーポインター 1台 130円

持込機器に係る電気使用 1l的外までごとに 100円

備考 午前 9時から午後5時まで使用する場合の使用料の額は，この表に掲げる
額に 2を乗じて得た額とする。

館長(非常勤)三浦 晃

館長補佐 兼管理係長佐藤和男

[管理学芸部門]

(主査 1・非常勤 2.臨時 1) 

主査 杉浦雄治

学芸調査員(非常勤) 鷹砦 あゆみ

文化財調査員(非常勤) 吉 田 里和

臨時職員 菅原松美(~H18.6.30) 

吉 田美枝子 (H18.7.1~) 

[調査部門]

(主査2・主任 1・主事2.非常勤 2) 

文化財主査 室野秀文

文化財主査 菊地幸格

丈化財主任 神原雄一郎

文化財主事 今野公顕

文化財主事 佐々木亮

文化財調査員(非常勤) 松 JII 光 海

文化財調査員(非常勤) 鈴木賢治

N 事業概要

1 管理運営

・盛岡市遺跡ネットワーク整備委員会

盛岡市における中核史跡や重要遺跡の保存活用のため、遺跡整備の基本的方向を定めることを目

的として平成 12年に設置、遺跡の学び館の開館を機に、当館の運営に関することについても所掌

することになった。

[期日]平成 19年2月26日(月)13:30 ~ 15:30 [会場]当館研修室

[出席者} 委員:委員長嶋千秋((財)石川啄木記念館館長)

工藤雅樹(東北歴史博物館館長) 菅野丈夫(岩手大学教育学部教授)

瀬川君雄((株)東広社常務取締役) 斉藤直子(盛岡市生出小学校長)

教育委員会立花教育部長・武石文化課長、文化課職員及び三浦晃館長他当館職員 9名

{議 事} ・前回まで、の協議内容について -平成 18年度遺跡の学び館業務について

-遺跡ネットワーク整備計画について -平成 19年度遺跡の学び館事業計画案について
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2 学芸事業

今年度の当館主催の学芸事業としては、当館企画展示室において 3回の企画展、当館研修室におい

て2回の特別講演会と 5回の学び館セミナー、当館体験学習室および都南公民館等において 8回の体

験学習会を開催した。このほかに、学び館特報の発行、発掘調査現場において発掘調査現地説明会の

句実施、さらに出前講座、各種実習・研修・行政視察受入、体験学習の受入を行った。また展示会の実

施や展示室整備および資料管理システム整備等を行うにあたって、国庫補助(埋蔵文化財保存整備活

用事業)を活用した。

盛岡・玉山合併記念「玉山の遺跡」 会場 当語企画展示室

7月1日(土)~ 8月20日(日) 来場者数 2，537名 展示資料数

I旧石器時代 E縄文時代 田奈良・平安時代 N 中世・近世

平成 18年1月の盛岡市と玉山村との合併を記念しての特別展として、!日玉山村(現盛岡市玉山

区)の遺跡や遺物を紹介したものである。今からおよそ 13，000年前の後期旧石器時代の小石川遺

跡をはじめ、縄文時代早期から後期の日戸遺跡、奈良・平安時代の集落跡である釜崎遺跡など、

本県の考古学史における重要な遺跡を出土品とともに紹介するとともに、中世の城館跡のパネル

写真や近世の一宇一石一札供養塔から出土した経石などの展示を行った。

ポスター・チラシ・展示図録・展示解説シート

渋民公民館)

9 月 2 日(土)~ 9月10日(日)

296点

[展示会]

・第4回企画展

実施 日

展示構成

概要

作成物

移動展(会場

実施日 246点

「黄泉への入り口~古代蝦夷首長の墓~J 会場 当館企箇展示室

11月1日(水)~ 1月21日(日) 来場者数 2.070名 展示資料数約 170点

I 人の死~大型の前方後円墳を作った人々~ II 蝦夷首長の墓~末期古墳~ III火葬の導入

本州最北端の前方後円墳である角塚古墳(岩手県奥州市)出土の埴輪などの展示などを通して、

倭国の古墳や本県や北の丈化と南の文化の接点たる盛岡市周辺における古墳の様相について遺構

や副葬品などにより紹介したほか、鉄万や骨蔵器など近年増えた盛岡周辺の葬送に関する資料を

中心に、盛岡及び岩手県内各地の蝦夷の葬送の経過と蝦夷の葬送の独自性を紹介した。

ポスター・チラシ・展示図録・展示解説シート

展示資料数418名来場者数

-第5回企画展

実施日

展示構成

概要

第

4
回
企
画
展

作成物

第5回企画展ポスター第4囲企画展ポスター

第
5
回
企
画
展
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-第24回埋蔵文化財調査資料展「盛岡を発掘するJ一平成 18年度調査速報

実施日 2月1日(木)~ 6月24日(臼) 来場者数 2，902名 展示資料数 231点
展示遺跡、 昼久保V遺跡(第2次) 山王山遺跡(第 11次) 上畑遺跡(第9次) 西鹿i度遺跡(第20次)

高櫓A遺跡(第3次) 志波城跡(第 100次) 南仙北遺跡(第 38次) 宿回南遺跡(第9次)
盛岡城遠曲輪跡(第 13次) 計9遺跡

概 要 平成 18年度の発掘調査の成果を速報展として、盛岡市内で発掘された遺跡の主な出土遺物や

作成物

・テーマ展①

実施日

展示遺跡

概要

作成物

・テーマ展②

実施白

展示遺跡

概要

作成物

[講演会1

パネルを展示した。

ポスター・チラシ・解説パンフレット・展示解説シート

「繋地区の遺跡」

平成 18 年 3 月 29 日(水)~6 月 25 日(日) 来場者数 3，916名 展示資料数 195点
繋V遺跡蒋内遺跡ほか

縄文時代から弥生・古代・中世・近世にわたる遺跡が確認されている繋地区を取り上げた。重
要文化財の繋字舘市出土の深鉢7点をすべて展示したほか、同じく重要文化財の蒋内遺跡出土の
土偶頭部など、縄文丈化の秀逸な資料を多く出土し、全国的に知られる繋地区の歴史を紹介した。

ポスター・チラシ・解説パンフレット

「上団地区の遺跡」

平成 18年9月1日(金)~ 10月22B (日) 来場者数 2，555名 展示資料数 195点
西黒石野遺跡小鳥沢B遺跡上回蝦夷森古墳群高松神社裏遺跡久保屋敷セドパ窯跡

上田一里塚

市内北部の上田地区周辺の遺跡を紹介した。縄文時代の遺跡としては早期から平安時代にかけ
ての西黒石野遺跡、前期末から中期初頭にかけての小鳥沢B遺跡を、古墳時代は衝角付胃や環状
鈴製品等を出土した上田蝦夷森古墳群、平安時代で平場が発見された高松神社裏遺跡や近世の窯
跡や現存する上回一里塚なと守について、遺物や写真パネル等を展示して紹介した。

ポスター・チラシ・解説パンフレット

1 第4回企画展 特別講演会「玉山の遺跡~岩洞湖畔に始まる“ひと"の足跡~J
日 時 平成 18年7月9日(日)13:30 ~ 15 : 30 会 場当館研修室
講 師 日本考古学協会会員武田良夫氏 聴講者 43名
概 要 北上山系初の旧石器時代の遺跡の発見といわれた!日玉山村岩洞湖畔の小石川遺跡を発見し、そ

の調査に従事された経験をもとに、玉山の地質や歴史を概説しながら、小石川遺跡の状況や旧石
器時代の概要などについて講演された。また、玉山の特徴的な遺物のひとつである後北式土器が
出土した遺跡を紹介しながら、玉山・盛岡周辺の続縄文文化についてもお話頂いた。小石川遺跡
発見の経緯や調査の状況、続縄文土器を採取した現地踏査の様子など、氏の体験談がふんだんに
盛り込まれた臨場感あふれる講演であった。

2 第5@l企画展特別講演会「東北北部の古墳群と刀剣類」

日 時 平成 18年 11月5日(日)13:30 ~ 15:30 会 場当館研修室

講 師 花巻市博物館長高橋信雄氏 聴講者 37名
概 要 末期古墳と呼ばれる古墳の県内の研究史をたどり、現在の研究成果に至る経緯を紹介されたあ

と、古墳群の分布と主体部形態の違いが蝦夷社会の複雑な社会情勢が関っていることや、周溝が
馬蹄状にめぐる古墳や石積みタイプの主体部の前庭部状の石敷き部分について、墓前祭記の可能
性があることを指摘された。また、古墳出土の万剣類は、ノら頭太万などの直万と蕨手万に大きく
分類され、製作方法の違いや発展過程における用途の違いがある可能性を述べられた。

【学び館セミナー】(会場は、当館研修室)

開催日 タイトル・講師 穂講者
平成18年 5月14日 厨川・繋地区の遺跡 当館神原雄一郎文化財主任 15人
平成18年 9月 3日 上回・中津川・旧市街地区の遺跡 当館 室野秀文文化財主査 25人
平成18年11月12日 太田・飯岡・羽場地区の遺跡 当館今野公顕文化財主事 36人
平成19年 1月14日 乙部・築川地区の遺跡 当館佐々木売二文化財主事 23人
平成19年 3月 4日 平成18年度の調査成果報告 当館菊地幸裕文化財主査今野公顕 佐々 木亮二松川光海文化財調査員 55人
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当館職員が調査や研究の成果などを市民に平易に紹介するもので、本年度は盛岡市内の 4地域のこれまでの発

掘調査の成果を紹介しながら、地域の歴史についてわかりやすく解説した。 5回目は、埋蔵文化財調査資料展「盛

岡を発掘する」平成 18年度調査成果速報に合わせて、本年度の調査成果の報告会を開催し、各遺跡の調査成果

について担当職員が解説した。

[体験学習会] (会場は当館体験学習室、ただし「歴史ウォーキング」は現地、「縄文体験キャンプjは都南つど

いの森キャンプ場、発掘調査体験は南仙北遺跡、第 17~ 18回は都南公民館にて実施)

開催日 タイトル・講師 参加者

平成18年 5月21日 第13回 「盛岡城と城下町歴史ウォーキング」 11人

平成18年 6月11日 第14回①「考古学者になってみよう」発掘調査体験(現場) 27人

平成18年 6月18日 第14回②「考古学者になってみよう」発掘調査体験(室内) 32人

平成18年 7月16日 第15回 「縄文土器をつくってみようJ 32人

平成18年8月 5 日 ~6 日 第16回 「縄文体験キャンプ」 親子6組18人

平成18年 9月10日 第17回 「平安の雅なスウィーツを味わおうJ 講師梅津末子氏(料理講師) 19人

平成18年10月29日
第18回 「腹がへっては戦ができぬ~戦国時代の兵糧をつくってみよう ~J

18人
講師梅津末子氏(料理講師)

平成18年11月26日 第19回 「コハクで勾玉をつくってみようj 講師 佐々木和久氏(久慈琉泊博物館長) 32人

第 14回は発掘調査の現場と室内整理の体験を 2逓にまたがって実施したもので、現場は盛南地区の南仙北遺跡

を選定して行った。「縄文体験キャンプ」は、第 15回の「縄文土器をつくってみよう jとのセット参加を呼びか

け、参加者がキャンプ場で自分でつくった土器を野焼きしたり、石器で魚、をさばいたり、石皿焼きのハンバーグ

づくりなど、縄文時代の生活の一端を経験できるメニューを考えた。第 17~ 18回の調理体験では、昨年度に引

き続き梅津末子氏を講師としてお招きし、平安時代のおやつや戦国時代の兵糧づくりに挑戦し、参加者が自ら調

理しながら味わったO 第四回の勾玉づくりでは、久慈琉王自博物館長の佐々木氏の琉拍にまつわるお話を聞きな

がら、琉王白を材料に勾玉づくりを行い好評であった。

【個人体験学習会}

夏休み期間(平成 18 年 7 月 22 日 ~8 月 31 日)と冬休み期間(平成 18 年 12 月 23 日~同 19 年 1 月 21 日)に予
約不要で勾玉づくり・拓本づくり・土玉彩色・火おこしの体験が行うことができる機会を提供し、 2期間延べ

558人の利用があった。

{現地説明会}

開催日時 遺 跡 名 (所在地) 参加者

平成18年 7月15日 13:30~14:30 南仙北遺跡第38次調査現地説明会(向中野字鶴子地内) 76人

平成18年 7月22日 10:30~11:30 局櫓A遺跡第3次調査現地説明会(永井24地割地内) 46人

平成18年10月 8日
志波城跡第100次調査現地説明会(上鹿妻地内) (工②計49人① 1 1:00~ 11:30 ②13:30~14:00 

高櫓A遺跡では、奈良時代を中心とする 12棟の竪穴住居跡や遺物を紹介し、 2年前の調査の結果とあわせて、

比較的規模の大きい集落跡であったことなどを中心に説明を行った。南仙北遺跡においては、江戸時代の道路跡

や古代以降の大溝や古代の竪穴住居跡などを紹介しながら、立地や遺跡の特徴などについて解説した。志、波城跡

では、南東官街域の調査で検出した南北5問X2間で、東西に 1簡の庇を持つ掘立柱建物跡を中心に、官街の構

造等について説明した。

{学芸関係刊行物]

件 名 発行日 部数 販売価格

遺跡の学び館特報 1 ~2 年2回 各500部 無料配布

第4回企画展展不図録「玉山の遺跡J 平成18年 7月 1日 400部 400円

第5回企画展展示図録「黄泉へのXり口~古代蝦夷首長の暴~J 平成18年11月 1日 400部 500円

第24回埋蔵文化財調査資料展「盛岡を発掘するj 解説パンフレット 平成19年 2月 1日 2，000部 無料配布

もりおかの遺跡「安倍館遺跡」 平成19年 3月30日 2，000部 無料配布

当館実施事業を広く関係機関や学校などに広報する「特報J及び、展示会毎に図録や解説パンフレットを作成し

ている。「特報」とパンフレットは平易な内容で、図録は一般から愛好者までが読めるような内容を心がけている。
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【研修・実習受入]

開催日 件 名 参加者

平成18年 4月12日 盛岡市教育委員会初任者(教員)研修 16人

平成18年 8月 22 日 ~26 日 博物館実習(言十 5日間) (東北学院大学1人盛岡大学2人) 3人

平成18年 9月22日 文部科学省職員教育行政等実務研修 1人

平成18年10月 2 日 ~4日 市職員異職場体験(盛岡市職員 3日間) 6人

当館では、博物館実習をはじめ、各種研修・実習を積極的に受け入れることとしている。当館の博物館施設と

してのあり方ばかりではなく、埋蔵文化財センターとしての機能について、実際の発掘現場調査の体験も織り交

ぜ、資料の調査・整理・保管・展示活用という一連の流れを体験できるメニューを作成している。

{講師派遣1
1 出前講座

開催日時 内容 講師 依頼団体(会場) 参加者

平成18年6月10日
勾玉づくり

鷹費あゆみ 桜城小学校6学年
105人10:00~12:00 吉田里和 (桜城小学校被服室)

平成18年10月118 もりおかの遺跡
神原雄一郎

盛岡老人大学仁王分校
33人13:30~15:30 (盛岡城跡と城下町) (仁王老人センター)

平成18年11月21日 もりおかの遺跡
神原雄一郎

盛岡医療生協河南支部
18人

10:00~11:30 (川目地区の遺跡めぐり) (川目地区現地)

平成19年1月14日 もりおかの遺跡
今野公顕

西太田第一自治会
27人

13:30~ 15:00 (雫石川以南地区) (西太田第一公民館)

この制度は、盛岡市が市政に対する理解を深め、市民参加のまちづくりを推進するため職員を講師として無料

で派遣するもので、当館では 4件の依頼を受けて実施した。市内の各地域の歴史講座や土器や勾玉づくりなどの

メニューを用意している。特に学校から体験学習室で収容不可能な人数の要請があった場合に、学校に出向いて

体験学習の機会を提供している。

2 そのイ也

開催日時 内容 講師 依頼団体(会場) 参加者

平成18年 7月27日
盛岡市教育研究会中学校

今野公顕
盛岡市教育研究会

39人
社会科部会第3回研修会 (遺跡の学び館)

自然石での勾玉製作指導 神原雄一郎 盛岡市西部公民館(同館) 20人

平成18年 8月 4日 盛岡市教育研究所 室野秀文 盛岡市教育研究所
21人

第1回公開講座 今野公顕 (遺跡の学び館)

平成18年 9月 2日 わくわくチャレンジ 佐々木売二 手代森小学校(同校) 約100人

平成18年 9月23日 石器づくり・講話 神原雄一郎
田野畑村教育委員会

約50人
(田野畑村アズィホール)

平成18年 9月30日 市中央公民館歴史講座 室野秀文 盛岡市中央公民館(同館) 25人

平成18年10月 16 日 ~10月 19 日 上之国館跡縄張調査指導 室野秀文 上ノ国町教育委員会(現地)

平成18年11月 3日 石器製作指導 十申原雄一郎
宮古市教育委員会

約50人
(宮古市崎山貝塚)

平成19年 2月10日 上之国歴史講座 室野秀文
上ノ国町教育委員会

53人
(上ノ国町総合福祉センター)

平成19年 2月24日
西部公民館縄文講座 神原雄一郎 盛岡市西部公民館(同館) 6人

生涯楽習研究会学習会 室野秀文 生涯楽習研究会(盛岡市西部公民館) 25人

[研修派遣]

期間 内容 派遣職員 会場

平成18年10月12日 全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会
菊地幸裕文化財主査

青森県埋蔵文化財調査センタ一、
~10月 13 日 北海道・東北ブロック研修会 ほか

平成19年 1 月 10 日 ~19 日
埋蔵文化財担当者専門研修

鈴木賢治文化財調査員
独立行政法人文化財研究所

「報告書作成課程」 (奈良文化財研究所)

平成19年 2月 7 日~ 9日 文化財等取り扱い講習会 鈴木賢治文化財調査員 岩手県立博物館
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【蔵書]

形態 分野 寄贈冊数 購入冊数 計

調査報告書 10，344 1 10，345 

考 古 学 84 50 134 

歴 史 学 44 6 50 

民 イ谷 学 1 2 3 

一般図書 美術工芸 2 21 23 

自然科学 。 1 1 

文化財保護 3 2 5 

そ の 他 3 1 4 

資 半斗 集 805 7 812 

ニpヒ、 集 150 187 337 

論 集 27 1 28 

通 史 203 。 203 

JA次刊行物 1，792 667 2，459 

計 13，458 946 14，404 

冊

伝統芸能

建築物

動植物

保存計画・保存修復・復元・一般文化財

事典

図録・解説書・博物館パンフ・資料目録・発表要旨・地図

3冊以上のもの

論文集

市町村史

雑誌・年報・紀要・研究報告

埋蔵文化財センターとして、全国各地の遺跡発掘調査報告書や遺跡関係書籍、および歴史関連書籍や論文集、
一般刊行物、各種パンフレットなどの保管収集公聞をしている。これらの蔵書は、図書室の開架棚にあり、来館
者が自由に閲覧できるものと、図書資料室に収蔵のうえ受付に申請して閲覧できるものがある。

【収蔵資料管理システム】

当館内に展示・収蔵されている出土遺物・記録類について、その情報の管理を一元化し、検索・集計・編集・
出力等の業務支援が可能なシステムを構築するため、 17年度から国庫補助事業(埋蔵文化財保存活用整備事業)
を活用して事業を進めているもので、本年度は、遺跡等案内図HTMLファイルの作成やクライアント PC及び
来館者用タッチパネルディスプレイ等の機器を増設し、ネットワーク接続等の設定調整を行った。

{常設展示室の更新・整備]

旧玉山村(現盛岡市玉山区)との合併に伴い、追加の必要が生じた玉山区域内の遺跡分布マップパネルを人工
衛星画像を元に作製展示したほか、遺跡デイスカパリー内の解説グラフイツクの更新及び人気のあた土器パズル
の増設などを実施した。

【遺跡の学び館サボーターズクラブ}

当館の体験学習など行事運営を支援・協力してくださるボランテイアの団体であるサボーターズクラブが正式
発足した。当館行事の支援活動を中心に活動していただいたほか、自主活動として会員研修旅行(研修先 仙台
市:地底の森ミュージアム・縄文の森広場 期日:平成 18年9月30日)の開催、サボーターズクラブ通信の
発行などを行った。クラブの基盤整備として、クラブ員の募集を行い、新たに2名が入会されたものの、計 10人
余の少ない人数であることから、今後も継続した募集活動が必要であると同時に、限定的な活動内容の見直しな
ど、今後の課題が残されている。

ーi-
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テーマ展「繋地区の遺跡」 第4回企画展「玉山の遺跡」移動展

現地説明会「南仙北遺跡第38次調査J 現地説明会「志波城跡第 100次調査J

体験学習会「城下町歴史ウォ ーキングJ 体験学習会「縄文キャンプJ

体験学習会「武士の兵糧を昧わおうJ出来上がり セミナ一風景

学芸事業写真図版 1
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3 埋蔵文化財発掘調査

平成 18年度は 20件の発掘調査を実施した。史跡の学術調査が l件、公共事業に伴う調査のうち、

盛岡南新都市開発整備事業(盛南開発)による調査が 5件、市道建設や公共下水道工事、学校建築等

に伴う調査が 5件、計 10件を実施したほか、宅地造成等民間開発による調査が 5件、個人住宅建築に

伴う調査が 4件となった。

主な成果としては、まず縄文時代では、昼久保V遺跡(第 2次調査)から早期と中期の竪穴住居跡

や陥し穴状士坑・士坑、山王山遺跡(第 11次調査)からは中期の土坑や早期の遺物包含層が見つかっ

ている。古代では、西鹿渡遺跡(第 20次調査)・高櫓A遺跡(第 3次調査)・上畑遺跡(第 9次調査)

から奈良や平安時代の集落跡がみつかっているほか、盛南開発地区の南仙北遺跡(第 38次調査)から

は、古代の集落跡のほか、近世の道路跡が発見されている。また、学術調査による史跡志波城跡(第

100次調査)では、南東官街域の調査で東西に l聞の府をもっ掘立柱建物跡が検出された。

中世では、個人住宅の駐車場建設に伴う宿田南遺跡の第 9次調査において、経石を納めた経塚が発

見され、県内でも出土例が少ない、両面に隙聞なく書写された多宇一石経が出土している。

近世では、寺院改築による盛岡城遠曲輪跡(第 13次調査)から、堀跡のほか、堀の埋土中から盛岡南部

氏の御紋である向鶴を施した嬬瓦や赤瓦、窯道具や陶器の未成品などがみつかっている。

表2 平成18年度発掘調査(本調査)一覧

遺跡名 次数 所在地 調査原因 調査期間
調査面積

概 要 備 考(ぱ)

宿田南遺跡 9北夕顔瀬38 駐車場建設 4/17~6/21 126 中世経塚・近世墓坑ほか 日19継続調査予定

2 里館遺跡 52 北天昌寺142-18ほか 個人住宅兼共同住宅建築 6/5~6/13 513 中世城館・堀

3 西鹿渡遺跡 20 三本柳2-39 個人住宅進入路建設 7 /31 ~8/1l 320 奈良期集落

4 志波城跡 99 下太田林崎22 下水道工事 7/24~10/24 36 志波城外大溝ほか

5 上畑遺跡 9西見Wl11-28-1 共同住宅建築 4/17~6/1 556 奈良~平安期集落

6 両櫓A遺跡 3永井24-34ほか 宅地造成 6/1 ~8/11 3，703 奈良期集落

7 黒石野平遺跡 7緑ケ丘二丁目2-1 宅地造成 1l/6~11/22 1，812 縄文期狩猟跡

8 山王山遺跡 11 山王町56-1 宅地造成 11/6~ 12/15 1，400 縄文早期包含層 中期貯蔵穴群

9 盛岡城遠曲輪跡 13 本町通二丁目6-24 寺院改築 11/1 ~ 12/15 2，114 近世堀窯業資料

10 繋VII遺跡 31 繋字館市地内 市道建設 9/11 ~ 10/16 110 縄文中期集落

11 繋V遺跡 32 繋字館市6-20 車庫建築 9/1 ~9/12 25 縄文中期集落

12 繋V遺跡 33 繋字館市114-1ほか 小学校改築 10/2~ 10/31 2，144 縄文中期集落

13 昼久保V遺跡 2玉山区芋田地内 国道バイパス建設 7/11 ~ 10/18 7.615 縄文早期、中期集落

14 南仙北遺跡 38 向中野字鶴子25-1ほか 土地区画整理 4/17~7/21 2，890 平安期集落近世街道

15 南仙北遺跡 39 向中野字鶴子25-1ほか 土地区画整理 11/28~ 12/6 2，275 近世溝

16 稲荷遺跡 12 本宮字稲荷地内 土地区画整理 6/12~6/13 626 遺構・遺物なし

17 宮沢遺跡 12 本宮字宮沢地内 土地区画整理 8/7~8/29 950 平安期溝

18 小幅遺跡 22 本宮字小幅地内 土地区画整理 8/21 ~8/29 182 近世建物土坑

19 新堰端遺跡 9下太田字新堰端2-2 下水道工事 8/7~ 10/13 180 平安期大溝

20 志波城跡 100 中太田方八町地内 坦容確認 9/13~ 11/24 1，291 南東官街建物
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第2図 平成18年度調査遺跡位置図 (8= 1 : 200，000) 

① 志波城跡

② 盛南地区遺跡群

③ 繋v.vn遺跡

@ 新堰端遺跡

⑤ 昼久保遺跡

⑥ 上畑遺跡

⑦ 両櫓A遺跡

⑧ 黒石野平遺跡

⑨ 山王山遺跡

⑩ 盛岡城遠曲輪跡

⑪ 宿田南遺跡

⑫ 里館遺跡

⑬ 西鹿渡遺跡
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史跡整備関連
し わじようあと

( 1 ) 史跡志波城跡第 100次調査

志波城跡は、延暦 22(803)年に坂上田村麻呂によって造営された陸奥田最北端の城柵跡で、ある。昭和 59年

。

に史跡指定を受け、その後史跡地内には外郭築地塀や外郭南門のほか、政庁南円や東西円そして両側に続〈

政庁築地塀や官街棟などを復元・公開しており、史跡の整備とさまざまな活用を行っている O 第 100次調査は政

庁の南東官街域に調査区を設定し、当該地の内容確認を目的に調査を実施した。その結果、掘立柱建物跡1

棟と竪穴住居跡l棟、小ヒ。ット群が検出されたO 掘立柱建物跡(SB255)の構造と規模は次のとおりである。

桁行5問、梁行2聞の身舎東西2面に桁行5間分の府が付く。桁行の総長12m (40尺)、柱聞が 2.4m(8尺)

等問、梁行の総長 5.1m(17尺)、柱聞が2.55m(8.5尺)等聞をはかる。府の柱聞は東西桁行柱筋から 2.1m(7

尺)とみられる。すべての掘方には抜取穴が確認され、検出面からは須恵器杯・あかやき土器杯(底部に判読不

明な墨痕のある土器片含む)のほか、鉄製品・鉄津・土製品(輔羽口)・白色粘土塊などが出土した。

竪穴住居跡は調査区南西隅に東辺の一部のみ検出された。規模は一辺約 6mと考えられ、かまどは東向きに2

時期ある可能性がある。検出面からはあかやき土器の小破片が出土した。なお、本調査の詳細な成果については

(今野公顕)

ω工
⑥
ω

『志波城跡一平成 17・18年度発掘調査概報一』にて報告済みである。
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0 公共事業関連
せいなん

(2 ) 盛南地区遺跡群
みなみせんぼ〈

ー南仙北遺跡第 38~39 次調査 稲荷遺跡第 12次調査
みやざわ こはば

宮沢遺跡第 12次調査 小幅遺跡第 22次調査一

盛岡南新都市開発整備事業(盛南開発)にともなう発掘調査で、 4遺跡で5件実施した。当事業区域内の発

掘調査は平成5年度から始まっており、事業の進捗にあわせて毎年数件の調査が行われてきた。

南仙北遺跡は、これまで、の調査で、奈良・平安時代の集落跡を主体とした遺構が見つかっている。第 38次

調査においては、平安時代の竪穴住居跡が 9棟、土坑4墓、平安時代以降の大溝跡 l条、江戸時代以降の

溝跡13条が見つかったO 出士遺物は平安時代の土器のほか、鉄製の刀子・釘・紡錘車などが出土した。大溝

跡は集落の区画などの目的で、築造されたと考えられる。江戸時代の溝2条については、南北にほぼ平行に走

るもので、道路側溝の可能性がある。第 39次調査では、溝跡が l条検出された。第 38次調査西側で確認さ

れた溝跡とのつながりが考えられるが、詳細については、今後の検討を踏まえて判断したい。

稲荷遺跡(第 12次調査)は、溝跡の検出が予想されたが、申請範囲外に伸びていた模様で、遺構及び遺

物は検出されなかった。宮沢遺跡(第 12次調査)からは、平安時代の溝跡が 2条検出された。溝跡の埋土中

には多量の十和田a火山灰 (915年頃降下)と考えられる灰白色火山灰(粉状パミス)がブロック状に含まれて

おり、さらにあかやき土器の破片が10数点出土したことから平安時代のものと考えられる。小幅遺跡(第 22次

調査)からは近世以降の掘立柱建物跡が l棟のほか、同じく近世以降の土坑 l基、溝跡 1条、小柱穴が 10

数口検出された。掘立柱建物跡は過年度の調査区から続くものと考えられ、これまでの調査成果から、近世以

降の曲がり家状の建物である。遺物はあかやき土器片が数点のほか、近代以降の陶磁器、ガラス製品が出土

した。(今野公顕・鈴木賢治)

表3 平成 18年度盛南開発地区発掘調査一覧

遺跡名 次数 調査原因 調査面積(rri) 調査期間 検出遺構・時期 出土品

平安時代竪穴住居跡 9棟 土師器須恵器

土坑 4基 あかやき土器土錘

南仙北遺跡 38 感南開発 2，890 4/17~7/21 平安時代以降大溝跡 1条 鉄製品(紡錘車・刀

江戸時代以降溝跡 13条 子・釘)かわらけ片

陶磁器ほか

南仙北遺跡 39 盛南開発 2，275 1l /28~12/6 溝跡 1条 なし

稲荷遺跡 12 盛南開発 626 6/12~6/13 なし なし

宮沢遺跡 12 感南開発 950 8/7~8/29 平安時代溝跡 2条 あかやき土器片

近世以降掘立柱建物跡 1棟 あかやき土器片

小幅遺跡 22 盛南開発 182 8/21~8/29 土坑 I基溝跡1条 陶磁器

小柱穴 10数日 ガラス製品

po 
市

i



O 公共工事関連
つなぎ

(3) - 1 繋四遺跡第 31次調査

舗装道路敷設工事にともなう事前調査として実施した。調査区は丘陵斜面に位置しており、高低差は約 6m

を測る。調査区西側(斜面上部)にフラスコ型士坑が集中し、東側(斜面下部)に竪穴住居が確認された。遺構

はすべて縄文時代中期のもので¥竪穴住居跡が10棟、フラスコ型土坑が6基、粘土採掘跡が1基検出された。

遺物は縄文土器・石器がコンテナ6箱ほど出土している。近隣の繋V遺跡では、これまで、の調査で、雫石川を

臨む丘陵の比較的平坦な面に集落が形成されていることが確認されているが、今回の調査によって、背後の

斜面部にあたる当繋四遺跡にも集落が広がることがわかったo (佐々木亮二・松川光海)

、ミ

第4図繋遺跡(第31~33 次)調査区位置図 (S = 1 : 2，500) 
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つなぎ

(3) -2 繋V遺跡第33次調査

地元繋小学校の学校建設にともなって実施したO 今次調査区の大半は後世の削平を受けており、遺構が確

認できたのは北東部の約 200rriのみで、あったO 検出された遺構は、縄文時代中期の士坑が 19基、同期の柱穴

が約 30口で、竪穴住居跡は確認されなかったO 遺物は縄文土器と石器がコンテナ3箱ほど出土した。

(佐々木亮二・松川光海)

全体図(S=l:600) ⑧ 

内¥。
¥程修/
~ 

~ 

~ 
撹置し

遺構図①~④(S=1:100)

しんぜきぱた

(3) -3 新堰端遺跡第9次調査

今次調査地点は史跡志波城跡外郭南東側にあたり、外郭南辺築地線より一町南側に築地と並行する大溝1

条が確認された。溝の規模は幅5m、深さ1.4mをはかる。出土遺物はなかったが、溝の埋土中位には 10世紀

前葉降下とされる灰白色火山灰が混入しており、これ以前に掘られた溝で、あることがわかったO 志波城外郭に

は築地の40'"'-'50m外側に大溝があり、今回の大溝はさらに外側を区画するもので、、志波城の関連施設である

可能性が高い。ほかに時期不詳の柱穴 1口が検出されているが、出土した遺物はなかったO

(室野秀文・今野公顕・佐々木亮二)
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。車庫建設
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(5 ) 国土交通省関連
ひるくぼ

昼久保V遺跡第 2次調査

本調査は、国道4号線渋民バイパス建設に伴い、平成 17年度に113玉山村教育委員会が国土交通省から

埋蔵文化財発掘調査業務の委託を受けて実施した。本年度は 17年度に行った第1次調査区の南側隣接

地を対象に調査を実施したものである。第 l次調査においては、縄文時代の陥し穴状士坑が発見されて

おり、シカなどを捕獲した狩猟場で、あったと考えられる遺跡で、ある。今次調査では、縄文時代の竪穴住居跡が

2棟、土坑 21基のほか、縄文時代早期から晩期の遺物包含層がみつかったo

竪穴住居跡の RA001とRA002は隣接して検出された。いずれも不整の隅丸方形を呈する。 RA001は地

床炉、 RA002は石囲炉を有している。出土遺物は、 RA001の覆土上層において縄文土器片が数点、 RA002

の床面からは縄文時代中期と考えられる深鉢がまとまって確認されたO

士坑は円形または楕円形を呈するが、規模は一様ではない。出土遺物はほとんど確認されていない。土層

の堆積状況からフラスコ状土坑と推測されるものが数基認められ、これについては陥し穴または貯蔵穴と考え

られる。調査区南端部からは遺物包含層が確認された。縄文時代早期から晩期の土器片、石器、 ~J片等が検

出された。概観の限り、いわゆる土器捨て場のような人為的に形成されたもので、はなく、尾根上などからの流れ

込みによって自然形成された包含層と考えられる。

(菊地幸裕)なお、本調査の詳細な成果については『昼久保V遺跡~ (H20.3刊)にて報告済みである。
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昼久保V遺跡第2次調査区全体図第6図



。民間開発関連

(6LJf!?rC9511平安時代の集落跡がみつか引るo第9次調査は共同住宅建設山う事前調査として実ふったj今次調査区は遺跡中央部の北叫位置し、奈良平安時代の集落跡が確認されている弘。竪穴{住主居跡は奈良時{代tが6棟、平安時代が 5棟の計 l口l棟が検出され、そのほか当遺跡として今回初めて掘立柱建物跡(…このほか、縄文時代晩期の遺物包含層 1箇所が見つかり、晩期の土器が出土していることから、この時代にも人々の生、活が営まれていたことが確認されたO
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たかゃくち

( 7 ) 高櫓A遺跡第3次調査

本遺跡はJR東北本線岩手飯岡駅から800mほど東に立地する。遺跡の範囲はおおむね東西200m、南

北100mほどで、あるO 本遺跡周辺の平野部は、雫石川!と北上}11の流路の転換によって形成された河岸段丘

上に立地し、奈良・平安時代の遺跡が多く分布する。周辺には上畑遺跡や百白木遺跡など、奈良・平安時

代の集落跡が確認されており、本調査区周辺は公園や宅地となっている O 平成 16年に実施した第 2次調

査に引き続き、民間開発による宅地造成にともなって調査を実施したもので、第 2次調査区に隣接する南

側を対象に行った。平成 16年の調査(第2次調査)では、 8世紀後半の竪穴住居跡が 18棟、 9世紀後半

の竪穴住居跡が 1棟検出されており、突出した大型のものはなく小・中規模のものが多く見られた。また、

床面から炭化材が検出された住居跡が 10棟を数えている。そのほかの遺構としては、陥し穴状土坑 l基、

古代以降の土坑 7基、溝跡 I条のほか、古代の円形周溝が2条確認されている。遺物は、土師器、(コンテ

ナ 20箱)、土製紡錘車 13点、鉄製釣針 1点、鉄鍛 3点が出土している。なお、この第 2次調査の詳細に

ついては、平成 16年度の当館の館報にて報告済みである。

今次調査は、新たに宅地造成が計画されたことにより、平成 18年 4月 4日から 5日にかけて、盛岡市教

育委員会文化課による試掘調査を実施した結果、竪穴住居跡等の遺構が確認されたのを受けて、本調査

を実施したものである。

なお、 7月22日には平成 16年度の第2次調査に引き続き、現地説明会を開催し、地域の方々に調査で

わかった遺跡の内容を紹介したO
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第9図 高櫓A遺跡第3次調査区全体図



口調査内容

検出遺構 奈良時代 竪穴住居跡 11棟竪穴 l基土坑 8基

江戸時代

時期不詳

出土遺物 奈良時代

江戸時代

竪穴住居跡

※竪穴住居跡のうち、 l棟は第 2次調査で北半部を調査済

掘立柱列・柱列 l群 竪穴 2基

溝跡 2条

土師器土製紡錘車鉄製品等

陶磁器片3点 (遺物コンテナ 10箱)

RA05、20、24、26，30の5棟の竪穴住居跡は1辺が 5'"'"'7mの方形の大型のもので、 4'"'"'6本の主柱穴を

もつものである。北西側にしっかりしたカマドがあり、壁の下には壁の崩落を防止するために板や杭を立てた

痕跡(周溝)がある。土器も比較的多く出土している。 RA05とRA30の2棟は焼失している。

RA21、22'"'"'23、25、27'"'"'29の7棟は1辺の長さが 3'"'"'4mの小型から中型のもので、、屋根を支える柱穴は

確認されず、垂木のみで屋根を支えていたものと思われる。北西側や西側にやや規模の小さなカマドをもっ

ている。土器の出土は大型の堅穴住居に比較して少なめである。竪穴住居の使用が終わってまもなく、竪穴

中央に土坑が掘られた例が4棟 (21、23、25、27)確認されているが、士坑を掘り込んだ目的は不明である。

また、カマド、が破壊されてしも例(23、27)もある。

土坑

RD21、23、25、27はカマドも柱穴もない土坑で、いずれも竪穴住居使用後、まもなく同住居の中央

部に掘り込まれているものである。住居ではなく、納屋や作業場、倉庫などの可能性があると考えられる。

出土遺物

土師器(坪・審)と土製紡錘車、鉄製品等が出土している。均二は内面黒色処理されており、 8世紀後半の

ものである。こわれた窒をカマド、の構築に再利用している例も見られるO

まとめ

本遺跡はこれまで、の調査により、奈良時代を中心に 30棟の竪穴住居跡が確認され、大規模な集落跡で

あることが判明した。当時の集落は周辺部にさらに拡がりをもつものと考えられるO 竪穴住居跡は1辺 3mの

小型のものから1辺7mの大型のものがあり、住居の大きさや構造の違い、土器の出土量の差などから、大型

の竪穴住居には村の首長や大家族の家長が、小型の竪穴住居には分家や一般民の住居と考えられる。

(室野秀文・菊地幸裕・松川光海)
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くろいしのだいら

(8 ) 黒石野平遺跡第7次調査

民間による宅地造成にともなう事前調査として実施した。本遺跡は北上川東岸に発達する段丘上に立地し

ており、段丘は北から南にかけて緩やかに傾斜する。検出遺構は縄文時代の陥し穴状士坑が 13基で、遺物と

して縄文時代の土器片2点と石鹸1点が出土した。陥し穴状土坑は調査区西側から検出されたことから、当時

は北上川|に近い段丘縁辺に狩猟場が設けられたと考えられる。 2'""'-'3基のまとまりで配置されているが、時期を

示す遺物は発見されていなし、。これまで、の市内で発見された例から、縄文時代中期から晩期にかけてのものと

考 えられる。(神原雄一郎)
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さんのうやま

(9 ) 山王山遺跡第 11次調査

本遺跡は市内山王町にあり、国道4号線から盛岡山王美術館近くまで、の広がりをもっているO これまでの調

査から、縄文時代中期の竪穴住居跡や士坑(貯蔵穴)群などが多数見つかっている。今次調査は民開業者によ

る宅地造成工事にともなう事前調査として実施した。調査の結果、縄文時代中期の土坑が 12基と縄文時代早

期以降の遺物包含層1箇所が検出され、遺物は縄文時代の土器、石器(石蟻・石匙など)等コンテナ4箱ほど

出土した。検出された士坑のうち、 11基はフラスコ状を呈し、規模はおおむね最大径 2.5m、最大深1.5~2m

程度である。遺物の縄文土器の大半は破片であるが、調査区北東部の1基(RD144)からは完形に近い 5個

体の深鉢形土器が出土した。遺物包含層は調査区南東部で確認された。南北約30m、東西約 10mの広がり

をもち、縄文時代の土器片や石器、剥片等が出土している。

今回、竪穴住居跡は検出されていないが、今次調査区の西方にある盛岡地方気象台建設時の調査では、

ほぼ同時代の竪穴住居跡が多数見つかっており、当時の人々が食料を保管する空間と居住スペースを分け

て利用していたこと が推測される。(菊地幸裕)
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さだて

( 10) 里館遺跡第52次調査

本遺跡の位置する厨川地区は盛岡市の北西部にあり、東を北上川、南を雫石川によって画されるO 地形は

北部の火山灰台地(洪積段丘)と南部の砂磯段丘(沖積段丘)に大きく二分され、里館遺跡は沖積段丘上に

立地する。沖積段丘は高位と低位にわかれ、高位は火山灰砂台地(洪積段丘)の南から西に隣接して分布し、

低位面は主に雫石川の氾濫原で、砂磯層が比較的上部で確認される。本遺跡はこの高位沖積面の南端に立

地している。里館遺跡付近で高位面の南北幅は約300m、現雫石川まで500mほどの距離で、ある(本遺跡の範

囲と位置については、図版第 16図に掲載)。

これまで、の調査では中世の堀跡や柵列、溝跡などが発見されている。今次調査は民間の共同住宅建築にと

もなって事前調査を実施したもので、調査区を東西に横断する堀跡と溝跡が各1条と南北に縦断する溝跡1条、

さらに調査区内北から西へ屈曲する溝跡が1条検出された。陶磁器(青磁)1片が出土しており、これまでの調

査の結果から 15"-'16世紀の遺構と考えられる。 (佐々木亮二・松川光海)
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第 13図 里館遺跡第52次調査区全体図
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もりおかじようとおくるわあと

(11) 盛岡城遠曲輪跡第 13次調査

寺院の本堂と庫裏の改築工事にともない、事前調査を行ったO 遠曲輪は史跡盛岡城の最も外側のエリアに

あたる遺構である。

第14図 盛岡城遠曲輪跡第 13次調査区位置図
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調査の結果、盛岡城遠曲輪の外堀1条と堀の埋土中から盛岡南部氏の御紋である双鶴文を施した爆(し、ぶし)瓦

や赤瓦、窯道具や陶器の未成品などが見つかった。調査区は江戸時代に「花屋丁惣門jと呼ばれ、城下への入り

口のひとつで、あったo 花屋丁惣円近くには宝永年間 (1704~)から盛岡藩の御用瓦窯であるf寺町窯Jがあったと天

保4年(1833)に著された『盛岡砂子』に記されていることから、今回出土した遺物は「寺町窯jが近くに存在していた

ことを示すものとして貴重な資料と考えられる。(佐々木亮二・松ハ|光海)
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第15図 盛岡城遠曲輪跡第 13次調査区全体図
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。個人住宅建築等
しゅくだみなみ

(12) 宿田南遺跡第 9次調査

本遺跡は、盛岡市の中心部より北西へ約 3kmの市内北夕顔瀬地内に位置するO 現況は宅地で周辺部よりも

一段高くなっており、比高差は約 4~5mで、ある。遺跡の範囲は東西・南北ともに約 150mと推定され、標高は 132

~133mをはかるO 滝沢台地の南東部は北上川によって南へ舌状に張り出しており、諸葛川、木賊)11、巣子川な

どで開析され、幾筋もの埋没谷が入りこんでしも。宿田南遺跡が立地する段丘は本来、滝沢台地南縁の一部で

あったものが河道によって侵食され残丘になったものと考えられるO 周辺には宿田・館坂・前九年遺跡など縄文

時代早期を中心とした遺跡や中世の遺構が多数確認されている里館遺跡が分布している。

第9次調査は個人住宅の車庫建築lごともない実施した。発見された遺構は経石を収めた経塚1基のほか、江

戸時代の土坑墓 20基、時期不明の盛土遺構と溝跡が見つかった。経塚から出土した経石は一宇一石経と多宇

一石経の 2種類が認められた。一宇一石経は片面に書写されているもので、、その文字の大半は党字で、あったO

多宇一石経は両面に隙聞なく経典が書写されており、県内でも出土例が少なし、ものである。全国の類例から鎌倉

時代のものが多く、この経塚もその時期につくられた可能性がある。一緒に発見された盛士遺構は、経塚によって

掘り込まれていたことを確認できたものの、経塚とともにつくられたものかは明らかにで、きなかった。盛土上面や溝

跡から縄文土器や黒曜石製のラウンドスクレーパーが出土していることから、周溝をともなう墳丘墓の可能性もある。

江戸時代の土坑墓は重複したかたちで確認された。計20基のうち 17基を精査し、 16体の人骨が出土してい

る。人骨と一緒に出土した陶磁器から、江戸時代の後半の時期に埋葬された墓群で、あることがわかった。屋敷の

敷地内につくられた屋敷墓と考えられるO

なお、本調査は次年度も継続して実施することとなったO (佐々木亮二・松川光海)

第16図 宿田南遺跡第9次・里館遺跡第52次調査区位置図 (8=1:10，000) 
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(13 ) 西鹿渡遺跡第20次調査

本遺跡が所在する三本柳地区は、盛岡市の南部にあり、南北に走る北上川によって形成された西岸の段

丘面に立地している。遺跡の南方には古代の集落跡である「百白木遺跡jが存在し、市内でも有数な古代集

落跡が密集する地域として知られている。旧河道との比高差は約 2'""2.5mで、近年宅地開発等によって住宅

地が増えているが、昭和 20年代の初め頃から実施された大規模な農地の天地返しによって、遺跡の一部が

影響を受けていることが確認されている。

本遺跡のこれまでの調査から奈良・平安時代の集落跡が見つかっているが、今次調査においても奈良時

代の竪穴住居跡が 2棟と同期の竪穴状遺構が 1棟検出された。 RA041の竪穴住居跡は l辺 5m以上を計る。

西向きにカマドが構築されており、カマドの煙道や基底部(そで)は地山をくり抜いてつくられている。また床面

からは、周辺地域からの出土例がなく、須恵器の模倣品とみられる土師器の長頚瓶が出土している。この地域

の住民が東北南部の律令体制下の住民との交流を示唆するものとして、注呂される。

RE01の竪穴状遺構は、約2mX3mのカマドのない小型のもので、床面中央に地床炉が構築されていた。こ

の遺構は、九1¥041の竪穴住居跡のカマド、煙出し部によってきられていた。なお、調査区の東側は天地返しに

よって撹乱を受けていることが確認された。

出土遺物は、土師器の杯・饗・長頚瓶、石製品(軽石・砥石)でコンテナ 3箱ほどである。

なお、本調査の詳細な成果については『盛岡市内遺跡群一平成 18・19年度発掘調査報告一』に報告済み

である。(今野公顕・鈴木賢治)

し わじようあと

(14) 史跡志波城跡第99次調査

下水道管設置にともなう事前調査を行った。位置は志波城跡郭内北東部にあたり、調査範囲は全長 60m

XO.6m、表土直下 0.4'""0.8mほどの褐色シルト層、褐色砂磯層lこて行ったO 本調査区の西端で志波城跡外

郭東辺外大溝跡(SD030)、調査区東側に近世以降の溝跡、士坑が検出された。表土中からは、摩滅したあか

やき土器の小破片が数点出土している。

SD030外大溝跡は、工事掘削深度(約0.6m)よりO.4mfまど下まで、の埋士を精査したが、底面は確認できず、

底面はより下方にあると考えられる。埋土中からの出土遺物はなかったO これまでの付近の調査例と同様、遺

構の様相に大きな相違はなく、砂磯層を掘り込んで構築されていることが確認された。壁面近くの崩壊土中に

は、径 5'""20cmほどの離が転がりこんで、おり、溝の外側に土塁状に盛士されていた部分からの転落流入の可

能性がある。また部分的ではあるが、埋土中位に砂層が確認されたの志波城跡廃絶の原因となった洪水等に

よるものなのかは不明である。

なお、本調査の詳細な成果については『志波城跡一平成17・18年度発掘調査概報 』に報告済みである。

(今野公顕)
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史跡志波城跡第 100次調査 S8255掘立柱建物跡

南仙北遺跡第38次調査

繋VlI遺跡第31次調査

繋V遺跡第33次調査(土坑)

qa 
qa 

南仙北遺跡第38次調査

南仙北遺跡第38次調査(鉄製紡錘車出土状況)

繋V遺跡第33次調査

畳久保V遺跡第2次調査

写真図版2



畳久保V遺跡第2次調査 (RA002)

畳久保V遺跡第2次調査 (RA002土器出土状況)

上畑遺跡第9次調査 (RA060)

上畑遺跡第9次調査 (RB001掘立柱建物跡)

写真図版3

昼久保V遺跡第2次調査 (RA002石囲炉)

上畑遺跡第9次調査

上畑遺跡第9次調査 (RA065)

高櫓A遺跡第3次調査
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高櫓A遺跡第3次調査 (RA026)

黒石野平遺跡第7次調査

山王山遺跡第 11次調査 (RD144)

高櫓A遺跡第3次調査 (RA026カマド)

山王山遺跡第 11次調査

山王山遺跡第 11次調査 (RD144)

山王山遺跡第 11次調査 (RD144土器出土状況) 山王山遺跡第 11次調査 (RD144出土土器群)

写真図版4
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盛岡城遠曲輪跡第 13次調査(外堀)

盛岡城遠曲輪跡第 13次調査出土瓦

宿田南遺跡第9次調査経塚発掘着手前(盛土)

宿田南遺跡第9次調査 (6号墓)

盛岡城遠幽輪跡第 13次調査(粘土採掘坑)

宿田南遺跡第9次調査区遠景

宿田南遺跡第9次調査経塚出土経石

西鹿渡遺跡第20次調査長頚瓶出土状況

写真図版5
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査(rrf面)積 調査原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (世界測地系)

し志わ波じよ城うあ跡と(99次) 岩いし下も手わ太おておl県田たん感林まも崎岡やりおし2市ざか2きし 39
0

41'02 141" 06' 47 2006.7.24 
36 下水道工事~2006.10.24 

志しわii二城ょうあ跡と(100次) 岩いな中わか手太おて県お田けんた感方もぼ八り岡うおは市町かっ地ちしょ内うちない 39
0

41' 12 141
0

06'34 2006.9.13 
1，291 史跡内容確認~2006.1 1. 24 

せ盛い南な地んち区くい遺せ跡き群ぐん 岩いむ向わか手中てい県野けなんか盛字もの鶴り岡あお子市ざかつ2しる5こ 1 ほか 39
0

40'26 141
0

08'58 2006.4.17 
6，923 土地区画整理~2006.12.6 

つ繋なVぎE遺しち跡(31次) 岩いつ繋わな手字ぎてあ館県けんざ盛市たも岡地てりおい市内かちちしない 39
0

40' 19 141
0

01'13 2006.9.11 
110 市道建設~2006.10.16 

つ繋十V重二遺跡(32次) い岩繋つわな手字ぎて左館県け氏盛ん市たも6岡てりおい市かち20 し 39
0

40'26 141
0

01'08 2006.9.1 
25 車庫建設~2006.9.12 

つ繋な1ぎ7遺ご跡(33次) い岩詳わ手て射県け盛んも岡出りお市か三しIほか 39
0

40'26 141
0

01'08 2006.10.2 
2，144 小学校改築~2006.10.31 

揺鶴董跡 望し下も1太お玉お県田た官子ん新官せ堰主@ば端Lた12-2 39
0

40'55 141
0

06'32 2006.8.7 
180 

公共下水道
~2006.10.13 工事

ひ昼る久くぼ保ごV遺跡 い岩た玉わま手山やて県区まけくん盛芋いもも岡田りだお市地ちかな内しい 39
0

51'40 141
0

10'41 2006.7.11 
7，615 

国道パイノfス
~2006.10.18 建設

岩い西lこわ1み手見てる前県けまん盛え1も1岡りお2市か8-しI 

03201 

う上わ畑ばT壷-け跡 39
0

38'08 141
0

10'15 2006.4.17 
556 共同住宅建築~2006.6.1 

語'か櫓ゃAく遺らえ跡一 出3f管A、2民4主主皆34主ほ、しか 39
0

39'01 141
0

09'27 2006.6.1 
3，703 宅地造成~2006.8.11 

く黒ろ石いし野の平たい遺ら跡 い岩み緑わど手ケてり丘が県けお三ん感かも丁り附お目市か2し-1 39
0

44'20 141
0

08'46 2006.11.6 
1，812 宅地造成~2006.1 1.22 

さ山ん王のう山や遺ま跡 岩さい山んわ手王のて県う町けちん盛5ょ6もうり町-お市I かし 39
0

41'55 141
0

09'58 2006.11.6 
1，400 宅地造成~2006.12.15 

盛もり岡おか城じ遠よう曲とお輪くる跡わあと 岩本Lほ-わん手町ちて通県ょけうん盛二とわもお丁り岡りお市目か6し 24 39
0

42'14 141
0

09'08 2006.11.1 
1，400 寺院改築~2006.12.15 

宿しゅ田くだ南み遺なみ跡 岩7いEわ手Pて誼県けん詰盛も芸り岡お市かし 39
0

42'38 141
0

07'02 2006.4.17 
126 駐車場建設~2006.6.21 

里さだ舘て遺跡
舌望北た天害て賠ん昌し寺ょっ齢1L42 し18 ほか 39

0

42'43 141
0

07'15 2006.6.5 
513 個人住宅兼共同

~2006.6.13 住宅住宅建築

西にし鹿か渡ど遺跡 長い三わ志本て柳野け義ん2もり3お9市かし 39
0

39'52 141
0

09'49 2006.7.31 
320 

個人住宅
~2006.8.11 進入路工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
志波城跡(99次) 城柵 古代以後 外郭東辺外大溝跡 あかやき土器
志波城跡(100次) 城柵 古代以後 南東官街建物跡 須恵器あかやき土器鉄製品

盛南地区遺跡群 集落 平安時代・近世 竪穴住居跡溝跡士坑
土師器須恵器あかやき土器
鉄製品(紡錘車・刀子・釘)

繋VII遺跡(31次) 集落 縄文時代中期 竪穴住居跡土坑粘土採掘跡 縄文土器石器
繋V遺跡(33次) 集落 縄文時代中期 土坑柱穴 縄文土器石器
繋V遺跡;(32次) 集落 縄文時代中期 竪穴住居跡 縄文土器石器
新堰端遺跡 集落 平安時代 大溝 なし

昼久保V遺跡 狩猟場 縄文時代早期~晩期
竪穴住居跡土坑陥し穴状土坑

縄文土器石器遺物包含層(縄文早期~晩期)

上畑遺跡 集落 縄文時代娩期・古代 竪穴住居跡掘立柱建物跡 縄文土器土師器あかやき土
器須恵器紡錘車鉄製品

高櫓A遺跡 集落 古代 竪穴住居跡土坑(古代以降) 土師器土製紡錘車鉄製品
掘立柱列竪穴溝跡 陶磁器

黒石野平遺跡 狩猟場 縄文時代中期~晩期 陥し穴状土坑 縄文土器石器(石鍛)
山王山遺跡 集落 縄文時代早期・中期 土坑遺物包含層(縄文早期) 縄文土器石器(石嫉・石匙)

盛岡城遠曲輪跡 城跡 近世 堀跡(外堀)粘土採掘跡
瓦陶磁器窯道具遺物包含層(近世)

宿田南遺跡 経塚 中世・近世 中世経塚近世土坑墓 経石(一宇・多字)人骨(近世)日19継続調査
里館遺跡 城館 中世 i普跡 陶磁器(青磁)
西鹿渡遺跡 集落 古代 竪穴住居跡竪穴状遺構 土師器(長頚瓶含む)石製品
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